
ウ

ａ
ｌ
マ
Ｌ
チ
盗
み
桜

〔筑後】ヒ′Jヽ学校建設起正式〕

■ 2月 から土地造成に着手してい

_ た九州大谷短大北側の筑後北′Jヽ学
C校
新設敷地内で、10月 8日 10時か

よ ら本体工事の起工式が行われた。
み  起正式には、主催者の工事請負

・  蔀 呈
「
亀瑶 腐彊軍函 &炭禁

出席した。新小学校は枝舎2棟で

延べ3,5蒟平方メートルと給食室の

120平方メートル。 〔写真は来年4
月に開校予定の筑後北小学校完成

予想図と起正式で鎌入れする田中

虎市市長〕
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筑
後
市
美
術
展

（洋
画

。
日
本

画
）
は
じ
ま
る

文
化
の
日

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

農
業
委
員
会

民
生
委
員
会

立
冬
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

七
五
三
祝

第
四
回
若
獅
子
旗
争
奪
少
年
剣

道
大
会

２３
日
　
勤
労
感
謝
の
日
　
□
筑
後
地
区

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

〔定
例
講
座

。
学
級
〕
み
の
り
の
大
学

（‐５
日
）、
保
健
福
祉
学
級

（
１５
日
）、
サ

ン
・
コ
ア
定
例
講
座

。
学
級
は
五
ペ
ー

ジ
に
掲
載

〔相
談
〕
心
配
ご
と
相
談

・
交
通
事
故

相
談

（４

・
１‐

・
１８

・
２５
日
）、
公
害
苦

情
相
談

・
消
費
生
活
相
談

・
人
権
法
律

相
談

・
行
政
相
談

（１７
日
）、老
人
健
康

相
談

（１０

・
１７

・
‐９

・
２４

・
２６
日
）、
妊

婦
相
談

（１１

・
２５
日
）

今
月
の
税
　
国
民
健
康
保
険
税
第
３
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水
利
地
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第
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期
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広 報 ち く ご

畷国民健康保険シリーズ(最終回)囲

筑後市内死亡者の

死因別割合 (56年度)

及び肝炎 44% 死亡届から

昭和57年 11月 1日 343号

広
報
ち
く
ご
で
は
、
九
月

一
日

号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で

「
国
民
健
康

保
険
」
を
と
り
あ
げ
、
医
療
保
険

制
度
、
医
療
費
の
負
担
割
合
、
国

民
健
康
保
険
会
計
、
税
率
決
定
の

経
過
、
保
険
税
の
動
き
、
医
療
費

の
実
態
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
て
き

ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
筑
後
市
の
健
康

状
況
と
成
人
病
の
と
り
く
み
な
ど

の
実
態
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
三
ヵ
月
に
わ
た
っ
た
国
民
健

康
保
険
シ
リ
ー
ズ
も
最
終
回
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

あ
な
た
自
身
の
「健
康
な
生
活
」

の
設
計
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世
界
保

健
機
構
）
で

「健
康

と
は
、
単
に
疾
病
又

は
、
病
弱
の
存
在
し

な
い
状
態
を
表
現
す

る
も
の
で
は
な
く
、

広
く
肉
体
的
、
精
神

的
及
び
社
会
的
に
完

全
に
良
好
な
状
態
を

表
す
翌
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
最
近
、
平

均
寿
命
が
延
び
て
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
現
実
に

は
健
康
で
な
い
人
が

増
え
、
慢
性
で
長
期

化
す
る
成
人
病
が
増

え
て
い
ま
す
。

で
は
筑
後
市
の
死

亡
統
計
か
ら

「死
亡
状
況
」
を
見
て
み

幸
Ｆ

し

ょ

う

。

死
因
の
ト

ッ
プ

は
ガ
ン

か
っ
て
、
脳
卒
中
が
死
因
の
第

一
位

で
し
た
が
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
は
、

ガ
ン
が
第

一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
ガ

ン
は
毛
髪
以
外
、
ど
こ
に
で
も
発
生
す

る
と
い
わ
れ
ま
す
。
筑
後
市
の
ガ
ン
死

亡
の
二
七

・
七
％
は
胃
ガ
ン
で
あ
り
、

次
は
肝
臓
ガ
ン

一
五

・
四
％
、
肺
ガ
ン

一
三

・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
男
も

女
も
断
然
胃
ガ
ン
が
多

い
よ
う
で
す
。

死
因
の
第
二
位
は
、
脳
卒
中
、
第
二

位
は
心
臓
病
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
を

「三
大
成
人
病
」
と
い
い
ま
す
。

昭
和
五
十
六
年
の
本
市
の
死
亡
者
数

三
百
七
十
五
人
中
、
百
七
十
四
人

（約

六
三
％
）
も
、
こ
の
三
大
成
人
病
が
占

め

て

い
ま
す
。

各
種
検
診
を
う
け
よ
う

（成
人
病
対
策
）

毎
年
、
春
と
秋
に
わ
け
て
、
胃
検
診

と
子
宮
ガ
ン
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
検
診
に
必
要
な
予
算
を
く
み

昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
は
、
半
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
し
た
。

四
十
歳
す
ぎ
た
ら
男
女
と
も
に
胃
検

診
を
、
と
く
に
三
十
歳
す
ぎ
た
女
性
の

人
は
、
子
宮
ガ
ン
検
診
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
四
十
～
六
十
四
歳
の
人

の
申
込
者
に
は
成
人
病
検
診
を
、
六
十

五
～
六
十
九
歳
の
人
に
は
老
人
検
診
を

市
内
の
各
医
療
機
関
で
、　
一
次
検
診
と

二
次
検
診
を
行
っ
て
い
ま
す
。

一
次
検
診
で
は
、
ま
ず
問
診
、
血
圧

測
定
、
尿
検
査
、
医
師
の
聴
打
診
な
ど

循
還
器
疾
患
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
さ
ら

に
二
次
検
診
の
必
要
な
人
に
は
、
心
電

図
や
眼
底
検
査
を
し
ま
す
。
成
人
病
検

診

（
一
次

・
二
次
検
診
）
は
無
料
で
す
。

その他
20% 236%

ガ

死亡者数
275人

蓑

％

を

１２
心l蔵病
218%脳卒中

178%

△
7

月
は
、
予
定
を
か
え
て
市
内

の
一
高
校
で
お
き
た
差
別
事

件
の
こ
と
を
紹
介
し
ま
す
。

そ
れ
は
五
月
二
十
日
、
四
時
限
目

皮
肉
に
も

「部
落
問
題
研
究
」
の
必

修
ク
ラ
ブ

（
こ
の
時
は
自
習
時
間
）

の
と
き
で
し
た
。
　

Ａ
君

「部
落
差

別
は
あ
っ
て
当
り
前
や
」
　
Ｂ
君

「

生
ま
れ
た
時
か
ら
金
持
ち
と
貧
乏
人

が
あ
る
か
ら
差
別
は
な
く
な
ら
ん
。
」

Ａ
君

「
こ
げ
ん
か
つ
は
早
よ
死
ぬ

と
よ
か
…

（後
略
と

（本

人
は
よ
く
お
ぼ
え
て
い
な

い
と
い
っ
て
い
る
）
と
差

別
意
識
が
い
っ
ぱ
い
の
二

人
の
会
話
…
。
近
く
に
い

た
同
和
地
区
出
身
の
Ｃ
君

は
体
が
カ
ー
ッ
と
な
っ
て

「お
前
は
何
ば
言
い
よ
っ

と
か
」
と
抗
議
す
る
の
が

せ
い
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

翌
日
、
Ａ
君
宅
を
訪
問

し
た
教
師
た
ち
は
、

「○

○
町
に
部
落
が
あ
り
○
○

姓
が
多
い
の
は
部
落
だ
」

「あ
の
人

た
ち
の
先
祖
は
人
種
が
ち
が
う
」

「

部
落
差
別
は
絶
対
に
な
く
な
ら
な
い

」
と
い
っ
た
ま
ち
が
つ
た
認
識
を
Ａ

君
に
、
父
親
が
教
え
て
い
た
こ
と
を

知
ら
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
事
件
は
、
こ

れ
ま
で
の
差
別
事
件
と
ち
が
っ
た
内

容
で
す
が
、
で
は
こ
の
事
件
で
何
が

問
わ
れ
、
ま
た
何
を
反
省
す
べ
き
で

し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
人
の
差
別
意
識
を
か
え
る

同
和
教
育
の
時
間
を
、
指
導
教
師
が

出
張
と
は
い
え
、
自
習
で
す
ま
せ
て

い
た
こ
と
や
、
五
十

四
年

に
連

続
六
作
の
差
別
事
件
を
体
験
し
な
が

ら
、ま
だ
言
葉
だ
け
、知
識
だ
け
の
教

育
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
同
校
の
同
和

教
育
の
見
な
お
し
が
望
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
子
ど
も
の
差
別
意
識
を

正
さ
な
い
ま
ま
、
高
校
へ
お
く
り
こ

ん
で
い
た
小

。
中
学
校
の
同
和
教
育

に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

社
会
科
の
教
科
書
に
身

分
制
度
や
同
和
問
題
の
こ

と
を
正
し
く
認
識
さ
せ
る

た
め
に
記
載
さ
れ
た
内
容

も
、
現
実
の
き
び
し
い
差

別
の
実
態
や
、
踏
ま
れ
た

者
の
痛
み
や
怒
り
が
わ
か

る
人
権
感
覚
と
解
放
へ
の

意
欲
を
育
て
る
教
育
と
結

び

つ
け
て
教
え
な
い
限
り

単
な
る
「
知
識

」
や
他
人

攻
撃
の
手
段
と
な
っ
て
し

ま

い
ま
す
。

後
に
、
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の

は
親
が
子
に
差
別
意
識
を
伝

承
し
て
い
く
す
」わ
さ
″で
す
。そ
れ
は

ま
た
家
庭
で
の
同
和
教
育
の
重
要
性

を
教
え
て
い
ま
す
。
父
母
に
対
す
る

地
域
で
の
社
会
同
和
教
育
の
不
徹
底

と
行
政
の
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。

筑
後
市
で
は
、
今
後

さ
ら
に
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
の
同
和
教
育
を
強
く
す
す
め

て
い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

部落差別をなくそう①

痛 感 され る

社会教育の責任頭

(2)



広 報 ち く ご 日召不日57年 11月 1日 343号

渋江―晃ちゃん

(昭和56年■月 7日 生)

渋江保彦 さん (35)、 ヒロ子

さん (34)の 長男 (中折地区)

「生まれてちょうど 1年。元

気で明るく、思いやりのある

子に育ってほしいと思います」

とヒロ子さん
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この欄は官公庁や市内の公

社工場 からのお知 らせです

衛
生
課
で
は
、
各
種
の
検
診
前
に
、

受
診
率
が
高
ま
る
よ
う
に
、
チ
ラ
ン
な

ど
を
配
り
、
成
人
病
の
予
防
に
つ
と
め

て
い
ま
す
。

ま
た
検
診
の
結
果
、
要
精
密
者
、
要

注
意
者
の
人
に
は
、
映
画
や
衛
生
講
話

な
ど
、
要
治
療
者
の
人
に
は
、
保
健
婦

の
適
正
受
診
の
す
す
め
や
、
保
健
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
か
ら
希
望
さ
れ
る
地
区
に
出
向

い
て

「健
康
教
室
」
を
開
い
て
い
ま
す
。

年
間
六
回
、
夜
七
時
半
か
ら
十
時
ま

で
で
す
。
内
容
は
①
医
師
会
の
協
力
で

「成
人
病
の
講
話
」
、②
映
画
、
昨
年
は

「水
質
汚
濁
と
環
境
汚
染
」
と

「成
人

病
予
防
」
で
し
た
が
、
今
年
は

「ガ
ン

の
予
防
」
を
上
映
し
て
い
ま
す
。
③
国

民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ
、④
保
健
婦
に

よ
る
健
康
体
操
の
指
導
な
ど
、
さ
ら
に

乳
ガ
ン
の
自
己
検
査
の
チ
ラ
シ
な
ど
も

配
り
ま
す
。

〓
憂
只
た
ば

こ

・
塩

・
肥
満
）

を
追

放

し
よ
う

健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
は
、
成

人
病
予
防
の
た
め
、
衛
生
知
識
の
向
上

を
め
ざ
し
、
三
害
追
放
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
三
害
追
放
と
は
…
…

①
た
ば
手

…

・控
】た
め
に

②
塩
…
…
…
…

一
日
十
グ
ラ
ム
程
度
に

③
肥
満
…
…
…
標
準
体
重
に

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
は
、

肺
や
気
管
や
口
の
粘
膜
か
ら
吸
収
さ
れ

て
血
液
に
入
り
、
全
身
に
ま
わ
っ
て
い

ろ
い
ろ
な
臓
器
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

高
血
圧
、
動
脈
硬
化
症
、
心
臓
病
の

人
は
、
た
ば
こ
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

ど
う
し
て
も
や
め
ら
れ
な
い
人
は
、　
一

日
に
十
本
以
下
に
す
る
、
フ
ィ
ル
タ
ー

付
を
選
ぶ
、
湿

っ
た
た
ば
こ
は
す
わ
な

い
、
深
く
す
い
こ
ま
な
い
、
ま
わ
り
の

人
に
煙
害
を
与
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
＞，
ｏ
次
に
食
塩
を
と
り
す
ぎ
る
と
血
圧
が

高
く
な
り
ま
す
。
高
血
圧
は
脳
卒
中
の

も
と
で
す
。
な
る
べ
く
塩
分
を
と
ら
ず

に
す
む
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
肥
満
の
原
因
は
、
カ
ロ
リ
ー

の
と
り
す
ぎ
が
大
多
数
で
す
。
肥
満
の

人
は
、
心
臓
に
負
担
が
か
か
っ
て
高
血

圧
や
糖
尿
病
を
誘
発
し
ま
す
。
あ
ま
い

も
の
を
ひ
か
え
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
生
活
と
適
当
な
運
動
で
い
つ
も
標
準

体
重
を
維
持
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

標
準
体
重
＝

（身
長
―

‐００
）
×
ｏ
，
９

健
康
管
理
は
自
分
で

受
診
年
齢
に
な

っ
た
ら
、
年
に

一
度

は
積
極
的
に
各
種
検
診
を
う
け
ま
し
ょ

う
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
安
心
し

て
暮
ら
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
三
害
追
放
を
自
分
で
す
る
こ
と
で

す
。
健
康
に
悪
影
響
だ
と
わ
か
っ
て
い

る
食
習
慣
や
生
活
習
慣
を
か
え
る
こ
と

が
成
人
病
を
予
防
し
、
健
康
で
長
生
き

す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
す
。
健
康
は

自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
。

ガ

ン

予

防

の

常

識

・
十

二
条

１
偏
食
し
な
い
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

栄
養
を
と
る

２
な
る
べ
く
同
じ
食
品
を
く
り
か
え
し

て
食
べ
な
い

３
食
べ
す
ぎ
を
さ
け
る

４
深
酒
を
し
な
い

５
た
ば
こ
を
少
な
く
す
る

６
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

ｏ
Ｃ

・
Ｅ
と
繊

維
質
の
も
の
を
よ
く
と
る

７
塩
辛

い
も
の
を
多
く
食
べ
な
い
、
あ

ま
り
熱
い
も
の
は
と
ら
な
い

８
ひ
ど
く
焦
げ
た
と
こ
ろ
は
食
べ
な
い

９
か
び
の
生
え
た
も
の
は
食
べ
な
い

１０
過
度
な
日
光
に
当
た
ら
な
い

Ｈ
過
労
を
避
け
る

‐２
か
ら
だ
を
清
潔
に
す
る

観
光
案
内
所
事
務
員

を
募
集

筑
後
市
観
光
協
会
で
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
観
光
案
内
事
務
員
を
募
集
し

ま
す
。

〔資
格
〕
四
十
歳
ま
で
の
女
子
。

〔待
遇
〕
勤
務
時
間
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
六
時
。
月
額
八
万
五
千
円

（

賞
与
年
二
回
ヽ
休
日
は
人
曜
日

（祭

日
の
と
き
は
翌
日
）。

希
望
者
は
、
十

一
月
十
五
日
ま
で

に
履
歴
書
を
市
役
所
商
工
観
光
課
ヘ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ

団
年
賀
は
が
き
を
発
売
し
ま
す
。

十

一
月
五
日

（金
）
か
ら
、
全
国

い
っ
せ
い
に
お
年
二
つ
き
年
賀
は
が

き
を
発
売
し
ま
す
。

早
目
に
な
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

畷
大
切
な
郵
便
物
を
早
く
正
確
に
届

け
る
た
め
、
次
の
こ
と
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

受
取
人
の
住
所
、
差
出
人
の
住
所

は
町
名
、
番
地
ま
で
正
確
に
。
ま
た

世
帯
主
以
外
の
人
の
郵
便
物
は
、

世
帯
主
の
氏
名
を
忘
れ
な
い
で
な
書

き

く

だ

さ

い
。

軍
人
恩
給
な
ど
の

欠
格
者
の
か
た
ヘ

旧
軍
人
軍
属
恩
給
欠
格
者
福
岡
県

連
盟
筑
後
支
部
で
は
、
恩
給
欠
格
者

の
待
遇
改
善
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

有
資
格
者
で
未
加
入
の
か
た
は
、

十

一
月
二
十
日
ま
で
に
各
行
政
区
の

班
長
、
各
学
校
区
の
分
会
長
ま
た
は

事
務
局
長

（後
藤
萩
男
＝
電
③
天
全

）

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

会
費
が

一
年
間
三
十
円
、
二
年
目

か
ら
は
年
間

一
千
五
百
円
で
す
。

幼

稚

園

児
を

募

集

和
泉
幼
稚
園
、
筑
後
中
央
幼
稚
園

九
州
大
谷
幼
稚
園
で
は
、
十

一
月

一

日
か
ら
幼
稚
園
児
の
受
付
を
開
始
し

ま
す
。
募
集
人
員
は
、
三
歳
児
、
四

歳
児
、
五
歳
児
そ
れ
ぞ
れ
若
千
名
で

す
。募

集
要
綱
は
各
園
に
あ
り
ま
す
の

で
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

歯

科

救

急

診

療

を

は
じ

め

ま
す

八
女
歯
科
医
師
会
館
内
の
救
急
歯

科
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十

一
月
二

日
の
祭
日
か
ら
歯
科
救
急
診
療
を
は

じ
め
ま
す
。
診
療
は
日
曜
、
祭
日
や

年
末
年
始
な
ど
で
、
年
前
十
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

赤 ちや ⑬

(3)
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全国防犯運動推進大会
後ザ邑ムを

市民会館前で、全国防犯運動推進大会がひ

らかれた (写真0)こ れは、筑後市防犯協
会と筑後警察署が、全国防犯運動を市民に

アピールし、防犯意識をたかめ、市民総ぐ

るみの防犯活動をすすめるためのもので大

会宣言があった。そのあと羽犬衆 」ヽ学校鼓

笛隊を先頭に藤島通り～オオツカ東側～中

央商店街～駅前通り～諏訪神社のコースで

防犯パレードが行われた。

解放子ども会がかかしコンクニル

11日上北島教育集会所、同子ども広場で

解放子ども会による自作のかかしコンクー

ルが開かれた (写真②)解放子ども会の文

化活動を盛りあげ、団結のすばらしさを体

験させるなどのねらい。ことし田んぼを借

りて始めた米作り体験に使うのも目的。

かかし作りには、会の小・中学生や高校

生をはじめ、質問教室の先生、婦人部、市

教委、市などから参加した。

(4)

昭和57年■月 1日 343号

医
療
技
術
職
員
募
集

人
事
課
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
市
職

員

（医
療
技
術
職
）
の
採
用
試
験
を
し

ま
す
。
希
望
者
は
十

一
月
十
日
か
ら
二

十
日
ま
で

（平
日
は
午
前
八
時
四
十
五

分
～
午
後
五
時
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

に
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
職
種
と
採
用
予
定
数

放
射
線
技
師
＝
若
千
人

臨
床
検
査
技
師
＝

一
人

助
産
婦
＝
若
干
人

■
受
験
資
格

①
放
射
線
技
師
は
放
射
線
技
師
の
免
許

を
取
得
し
て
い
る
か
来
春
取
得
見
込
み

の
も
の
で
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人

②
臨
床
検
査
技
師
は
臨
床
検
査
技
師
の

免
許
を
取
得
し
て
い
る
か
来
春
取
得
見

込
み
の
も
の
で
、
昭
和
三
十
三
年
四
月

二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

③
助
産
婦
は
助
産
婦
の
免
許
を
取
得
し

て
い
る
か
来
春
取
得
見
込
み
の
も
の
で

昭
和
三
十

一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

日
試
験
日

ｏ
試
験
内
容
＝
試
験
日
は
、

十
二
月
十
九
日
（
日
）
の
予
定
、
試
験
内

容
は
専
門
科
日
、
面
接
試
験
、
健
康
診

断
、
体
力
測
定
な
ど

■
応
募
方
法
＝
申
込
用
紙
は
人
事
課
に

あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え

免
許
取
得
者
は
免
許
証

（写
）
を
、
在

学
中
の
人
は
在
学
証
明
書
を
添
え
て
人

事
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
人
事
課
傘
喝
①
Ｆ
四

一
一
一

内
線
三
二
ご

へ
る
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

‐４
、
２‐
日
に
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

市
体
育
協
会
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

主
催
で
今
月
十
四
日
、
二
十

一
日
の
両

日
、
人
女
工
業
高
校
第

一
グ
ラ
ウ
ン
ド

で

「第
七
回
筑
後
市
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
が
ひ
ら
か
れ
ま
す
。
こ
の
大

会
に
は
四
十
歳
以
上
の
男
性
と
既
婚
女

性
二
人
で
編
成
さ
れ
た
六
十
七
チ
ー
ム

が
参
加
し
ま
す
。

‐‐
一月
あ

一衛
一生
一行
一事
一

ジ
フ
テ
リ
ア
、
百
日
ぜ
き
、
破
傷
風
予

防
接
種

（三
種
混
合
予
防
接
種
）

１０
日
　
羽
犬
塚
、
松
原
、
西
牟
田
校
区

２４
日
　
筑
後
、
古
川
、
水
田
、
水
洗
、

下
妻
、
古
島
、
二
川
校
区

〔場
所
〕
保
健
セ
ン
タ
ー
で

〔対
象
児
〕
生
後
二
十
四
ヵ
月
か
ら
、

四
十
八
ヵ
月
未
満
。　
一
期
は
二
歳
に
な

っ
て
間
も
な
く
毎
月
続
け
て
三
回
う
け

る
。
二
期
は

一
期
が
終

っ
て

一
年
か
ら

一
年
半
の
間
に

一
回
う
け
る
。
こ
の
間

に
接
種
で
き
な
か
っ
た
る
子
さ
ん
は
、

七
十
二
ヵ
月
を
限
度
と
し
て
こ
種
混
合

（ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
）
予
防
接
種

を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乳
児
検
診
　
３０
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で

今
日
の
対
象
者
は
、
昭
和
五
十
七
年

七
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。

身
長
、
体
重
測
定
、
診
察
な
ど
集
団

指
導
を
し
ま
す
。

■
予
防
接
種
を
う
け
る
と
き
は
、
熱
を

は
か
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

日
接
種
や
検
診
を
う
け
る
と
き
は
、
母

子
手
帳
の
該
当
の

″問
診
票
″
に
必
ず

記
入
、
押
印
し
て
受
付
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
間
診
票
が
な
い
と
き
は
、

印
か
ん
を
も

っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

流
感

（イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
予
防
接
種

「
日
　
古
川
校
区
　
古
川
小
学
校

‐２
日
　
松
原
校
区
　
松
原
小
学
校

‐２
日
　
竹猟
後
校
区
　
筑
後
小
学
校

‐６
日
　
羽
犬
塚
Ｂ
　
羽
犬
塚
中
学
校

‐７
日
　
水
洗
校
区
　
竹現
後
中
学
校

‐８
日
　
羽
犬
塚
Ａ
　
羽
犬
塚
小
学
校

‐９
日
　
一
一川
校
区
　
一
一川
小
学
校

２４
日
　
水
田
校
区
　
水
田
小
学
校

２５
日
　
古
島
校
区
　
古
島
小
学
校

２５
日
　
西
牟
圏
校
区
　
西
牟
田
小
学
校

２６
日
　
下
妻
校
区
　
下
妻
小
学
校

■
流
感
の
接
種
は
、
満
二
歳
以
上
の
希

望
者
で
十
月
に

一
回
目
の
接
種
を
う
け

た
人
で
す
。　
一
般
の
料
金
は

一
回
に
つ

き
三
百
円
で
す
。
大
人
の
方
も
必
ず
印

か
ん
を
持
っ
て
き
て
下
さ
い
。

■
羽
犬
塚
校
区
Ａ
は
、
上
町
か
ら
北
で

Ｂ
は
羽
犬
塚
か
ら
市
の
各
区
で
す
。

一噺北衛搾胸叫刹咄「Ｆ抑鶏↑一

胃
検
診
の
申
込
み

‐６
、
‐７
日
に
市
役
所
で
、
１８
、
‐９
日
に

農
協
会
館
で
行

い
ま
す
。
料
金
は
千
六

百
円
で
す
。
希
望
者
は
衛
生
課

（電
話

③
四

一　
一　
一
×
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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田
市
民
課
国
民
健
康

保
険
係
で
は
、
各
行

政
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

婦
人
会
な
ど
を
対
象

に
、
適
正
受
診
、
健

康
管
理
指
導
な
ど
の

巡
回
健
康
教
室
を
行

っ
て
い
ま
す
。

国
保
関
係
の
ス
ラ
イ

ド
も
た
く
さ
ん
準
備
い
た
し
ま
し
た
。

●
集
会

・
会
議
な
ど
で
利
用
さ
れ
る

時
は
、
早
目
に
国
保
係
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
ス
ラ
イ
ド
は
つ
ぎ
の
と

お
り
で
す
。
①
水
戸
黄
門
の
秘
密
（
１６

分
）、
②
み
そ
汁
の
味

（１８
分
）、
③
あ

な
た
が
つ
く
る
あ
な
た
の
健
康

（２４

分
添
）
上
手
な
医
者
の
か
か
り
方
（
１６

分
）、
⑤
成
人
病
を
な
く
す

（
１９
分
）、

⑥
吾
輩
は
ド
ラ
イ
で
あ
る

（
１７
分
）

⑦
あ
る
保
険
医
の
記
録
（
２４
分
）ほ
か

１０
本
程
あ
り
ま
す
。

勤
労
婦
人
セ
ン
タ
ー

定

例

講

座

案

内

高
齢
者
講
座

（
２５
日
）、
源
氏
物
語

講
座

（
１０
、
２４
日
）、
市
民
大
学
講
座

（４
、
１７
日
）、
婦
人
大
学
Ｂ
（９
日
）、

テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
講
座

（
９
、
１６

日
）、
明
日
の
親
の
為
の
学
級

（２
、

９
、
１６
日
）、
手
作
り
絵
本
講
座

（
１０

２４
日
）、
コ
ー
ラ
ス
講
座

（５
、
‐２
、

‐９
、
２６
日
）、
茶
道
教
室

（４
、
１０
、

■
、
‐７
、
‐８
、
２４
日
）
子
ど
も
の
為

の
映
画
教
室

（２０
日
）

スライド映写を

ご利用ください

◎
犬
の
予
防
注
射

秋
の
狂
犬
病
予
防
接
種

保
健
所
と
市
衛
生
課
で
は
、
つ
ぎ
の

日
程
で
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

（二
回

目
）
を
し
ま
す
。
生
後
三
ヵ
月
以
上
の

飼
い
犬
は
か
な
ら
ず
う
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程
、
時
間
は
つ
ぎ
の
と
お
り

‐５
日
　
１０
時
～
１０
時
３０
分
＝
農
協
古
川

支
所
で
、
■
時
～
１１
時
３０
分
＝
農
協
水

田
支
所
で
、
午
後
１
時
３０
分
～
２
時
＝

寛
元
寺
公
民
館
で
、
午
後
２
時
３０
分
～

３
時
＝

一
条
公
民
館
で

‐６
日
　
９
時
３０
分
～
Ｈ
時
３０
分
と
午
後

１
時
～
３
時
＝
市
役
所
前
で

市
営
住
宅
あ
き
家

の
入
居
者
募
集

都
市
対
策
課
で
は
、
市
営
住
宅
あ
き

家

（第

一
種
住
宅
）
の
人
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
つ
ぎ
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る

人
で
、
市
営
住
宅
に
入
居
し
た
い
人
は

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〔入
居
資
格
〕
①
市
内
に
住
む
か
、
勤

め
て
い
る
人
で
、
同
居
の
親
族
が
あ
る

人
。
②
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
。

③
所
得
税
法
に
準
じ
て
算
出
し
た
収
入

が
月
額
八
万
七
千
円
か
ら
十
四
万

一
千

円
ま
で
の
人
で
、
税
金

（国
税
、
地
方

税
）
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
。

〔申
込
方
法
〕
申
込
書

（都
市
対
策
課

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
都
市
対
策
課
建
築
係

へ
い
つ
で
も

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〔入
居
方
法
〕
書
類
審
査
を
し
て
適
格

者
に
な
っ
た
人
は
、
あ
き
家
が
出
た
と

き
、
受
付
順
で
入
居
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
有
効
期
間
は
、
受
付
日
か
ら

一
ヵ

年
と
し
ま
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
の

更
新
手
続
き
は
早
目
に

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
発
効
の
市
民

交
通
傷
害
保
険
は
、
十

一
月
二
十
日
で

期
限
が
切
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
昭
和
五
十
七
年
十
二
月

一

日
か
ら
来
年
十

一
月
二
十
日
ま
で
の

一

年
間
の

「市
民
交
通
傷
害
保
険
」
の
加

入
申
し
込
み
を
受
け
つ
け
ま
す
。
保
険

料
は
、
六
百
円
で
す
。
更
新
手
続
き
に

つ
い
て
、
く
わ
し
く
は
市
民
課
へ
る
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

″
５８
年
版
県
民
手
帳
″

の
残
部
わ
ず
か
で
す

五
十
八
年
版
県
民
手
帳
が
届
き
ま
し

た
。
予
約
し
て
い
た
人
は
代
金
を
も
っ

て
企
画
課
で
受
け
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

手
帳
の
ね
だ
ん
は
小
型
版
が
三
百
六

十
円
、
大
型
版
が
三
百
五
十
円
で
す
。

予
約
を
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
人
で
も

少
し
残
部
が
あ
り
ま
す
。
早
目
に
企
画

課
ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

水
道
工
事
は
指
定
店
で

市
上
水
道
の
新

・
増
設
や
修
理
は
、

市
の
指
定
店
以
外
は
工
事
を
る
こ
な
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
指
定
店
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
水
道
局
へ
。

在 9月 の人の動 き ⌒

出 生     45人
死 亡     23人
世帯数   10,713戸

人口計   42,489人

(前月より35人増 )

男       20,374人

女    22,■ 5人

―

住民基本台帳から一――学

/9月 の交通事故状況

発生件数 21件 (195)

負傷者数 27人 (251)

死亡者数 0人 (1)
◎死亡事故「ゼロ」は

253日 (10月 31日 現在)

※ ()内は 1月 から
9月 までの累計です

ゝ
気後市交通安

1華
ィ | |

十
て

緒 方 監 督 に職 業 奉 仕 賞
後哲二歩守

―クラブ (小林長生会長)は、八女工業高

校教諭で同校陸上部監督の緒方善政さん (

43)に 「職業奉仕賞」を贈った。 (写真0)

これは職業を通じて地域に奉仕した人を表

彰するというもの。緒方さんは、昭和40年

から現在まで八女工業高校陸上部を指導、

この夏のインタハイで同校陸上チームを全

国優勝に導いた。

益 田素平翁彰徳祭   前!縄Iを
市民会館前にある胸像前で、「益田素平翁

彰徳祭」がひらかれた。 (写真0)

益田翁は天保14年 (1843)、 旧二川村江

回の大庄屋の子として生まれ、明治10年、

当時稲作に被害を与えていた二化めい虫の

生態を研究、駆除法 (誘蛾燈、稲株切り)

を考案した農業研究の先覚者。昭和47年、

市や農協、市郷土史研究会が翁の功績をた

たえて現在の地に胸像を建設。以後毎年関

係者が集って翁の追徳をしのんでいる。

(5)
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江 頭 明 美 (野町)
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昭和57年 11月 1日 343号

鬱 醇誠焼胞
〔児童向き〕 団神沢利子「ぶつぶ
ついうのだあれ」 団大川悦生「ま

ほうのおなべ」 団吉田とし「ぼく

のおやじ」 口中山恒「ばけるばけ

ない」 団日本標準「大分・福岡の

子ども文学風上記」 団佑学社「科
学の本企45冊」 団岩崎書店「SF
こども図書館全26巻」「こどもノンフ

イクシヨン全20巻」

〔一般向き〕 団小島直記「まかり
通る」「小説三井物産」「福沢山脈

」 団土志田和枝「あふれる愛に」

団桐島洋子「淋しいアメリカ人」

団向田邦子「男どき女どき」 団

五木寛之「五木寛之小説全集36巻」

団中園英助「夜よシンバルをうち鳴

らせ」「祭りの死ぬ日」団武田京子

「主婦からの自立」畷楠恵美子「た

のしぃ料理教室」

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

″
ス
ト
ラ
イ
ク
″　
ル
ア
ウ
ト
″
大

き
な
声
と
同
時
に
手
が
あ
が
る
。
野

球
に
は
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が

審
判
員
で
す
。
選
手
の
よ
う
に
目
立

っ
た
存
在
で
な
く
、
か
げ
の
力
と
な

っ
て
活
躍
し
て
も
ら
わ
な
い
と
ゲ
ー

ム
は
進
行
し
な
い
。

野
球
を
知
り
つ
く
し
た
メ
ン
バ
ー

が
筑
後
市
軟
式
野
球
連
盟
の
審
判
部

今
回
は
、
軟
式
野
球
の
審
判
と
野

球
を
と
お
し
て
審
判
技
術
の
向
上
、

仲
間
の
規
睦
と
健
康
づ
く
り
に
励
む

野
球
チ
ー
ム

「
ア
ン
バ
イ
ア
ー
ズ
」

を
紹
介
し
よ
う
。

壮
年
メ
ン
バ
ー
三
十
一
人

こ
の
チ
ー
ム
は
、
昭
和
二
十
三
年

に
結
成
さ
れ
た
。
現
在
ま
で
の
勝
率

は
十
二
勝
六
敗
二

引
分
で
、
昨
年
度

の
早
朝
野
球
大
会

で
は
準
優
勝
と
い

う
り
っ
ば
な
成
績

で
す
。

監
督
の
福
本
芳
行
さ
ん

（
４９
＝
和

泉
東
＝
自
営
業
）
、
主
将
の
橋
本
和

坦
さ
ん

（
４７
‐
徳
久
―
市
職
員
）
、

最
年
長
者
の
中
村
実
さ
ん

（
５９
＝
上

町
＝
九
農
試
職
員
）
ら
が
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
が
っ
ち
リ
チ
ー
ム
を
ま
と
め

て
い
る
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
は
、
前
掲
の
リ

―
ダ
ー
各
選
手
の
ほ
か
、
叩
渡
辺
隆

（３６
＝
野
町
＝
教
員
）
、
口
八
木
昭

洋

（
３９
＝
大
和
＝
会
社
員
）
、
囮
本

田
勲
衛

（
４
＝
馬
間
田
＝
市
職
員
）

い
中
村
誠
克

（
３８
＝
尾
島
＝
市
職
員
）

］
水
田
修

（
４５
＝
上
北
島
＝
国
鉄
職

員
）、
い
永
松
正
毅

（
３４
＝
前
津
＝
市

段
員
）、
い
下
川
照
彦

（
３４
＝
二
本
松

＝
会
社
員
）の
各
選
手
で
チ
ー
ム
を
編

成
し
て
い
る
。レ

ギ

ュ
ラ
ー
以
外

の
メ
ン
バ
ー
に

は
、
富
安
国
久

（
３６
＝
野
町
＝

教
員
）
、
佐
々

木
勲

（
３８
‐
熊
野
１
会
社
員
）
、
下

川
良
泰

（
３５
＝
上
北
島
＝
国
鉄
職
員
）

水
田
富

（
４８
＝
上
北
島
＝
国
鉄
職
員
）

中
村
菊
嘉

（
４２
＝
久
富
１
会
社
員
）

堤
諭

（
４６
‐
■
原
々
―
病
院
勤
務
）

ほ
か
部
員

（審
判
員
数
）
二
十

一
人

で
平
均
年
令
が
四
十
三
歳
の
壮
年
チ

ー
ム
で
す
。

審
判
が
多

い
た
め
、
試
合
は
早
朝

野
球
と
ナ
イ
タ
ー
だ
け
で
少
な
い
の

が
心
残
り
と
か
。

練
習
は
、
和
気
あ
い
あ
い
の
中
で

健
康
づ
く
り
と
技
術
の
向
上
を
め
ざ

し
、
実
戦
形
式
の
練
習
試
合
な
ど
の

熱
の
こ
も

っ
た
練
習
を
続
け
て
い
る
。

ま
た
、　
一
年
に

一
回
は
商
筑
後
地

区

（大
牟
田
市
、
柳
川
市
、
大
川
市
、

三
鴻
郡
、
筑
後
市
）
の
審
判
交
流
会

を
ひ
ら
い
て
、
試
合
を
し
て
い
る
が
、

優
秀
な
人
材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
も
の

の
、
高
齢
の
た
め
体
が
思
う
よ
う
に

動
か
な
い
こ
と
と
、
練
習
不
足
も
た

た
り
、
上
位
の
成
績
を
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
よ
う
で
す
。

勝
つ
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
と
は

い
う
も
の
の
、
試
合
に
出
た
ら
勝
ち

た
い
と
思
う
の
は
、
人
の
欲
で
し
ょ

う
か

‥
ｉ
。

課
題
は
、
メ
ン
バ
ー
の
職
業
が
異

り
、
練
習
日
に
全
員
で
揃

っ
た
練
習

が
難
し
い
こ
と
だ
と
い
う
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
効
果
的
に

ま
づ
、
椅
子
に
座
り
、
安
静
に
し

て
脈
拍
を
測
り
ま
す
。
個
人
差
は
あ

り
ま
す
が
普
通

一
分
間
に
六
〇
～
七

〇
拍
、
子
供
は
多
く
老
人
は
少
な
め

で
す
。
体
を
鍛
え
て
い
る
人
も
少
な

め
で
す
。
走
る
時
は
年
齢
や
体
力
に

よ
っ
て
脈
拍
数
は
異
な
っ
て
き
ま
す
。

一
分
間
で
十
代
は

一
四
〇
～

一
六

〇
拍
、
二
十
～
二
十
代
で

一
二
〇
～

□
　　〇一剛一。勤̈
脚４相局附卿隣‐よ．．一

「一一一的沖ヨ走～一一仲］］］『］一］一

壮
ｒ
Ｈツ
脈
拍
が
適
当
で
あ
る
か
ス
ビ
ー
ド
を

わ中̈
↑̈中リノウれ朧噌噌剖劇紳料理判

み
　
　
ハ
ッ
六

ッ
・
生

み
で
与
ど
吐
き

一ロ
　
　
ス
ッ
．
ス
ッ
と
こ
歩
で
吸
い
、
呼
吸

が
乱
れ
な

い
程
度

に
走
り
ま
し
ょ
う
。

▽
グ
ル
ー
プ
紹
介
△

〇

シ
リ
ー
ズ

私
た
ち
の
仲
間

軟
式
野
球
連
盟
審
判
部

「
ア
ン
パ
イ
ア
ー
ズ
」

■友添さんが三紀展の最高賞を受賞

第36回二紀展で馬間田の友添泰典

さん (46=市職員)が最高賞である
文部大臣賞を絵画部門で受賞しまし

た。友添 さんは、市教委学校教育課

に勤務、毎週 11呵、市民の絵画グル

ープ「泉」「 トロワ」を熱心に指導

している。

昭和51年 から二紀会会員、52年 か

ら同委員。これまでに二紀展では、

同人賞、ヨーロツパ奨学賞、菊華賞

県美協20回記念展で知事賞など数多

く受賞。画風は、細密な筆致で思想

を託そうとする内面的な作品傾向が

特徴。受賞作は百号二点。
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